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						トップ > その他 > 上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～
					

				
				
					上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～
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						上田の生糸は主に横浜港を通じ、世界との貿易に関わることになる。横浜港は1859年に開港したが、上田の商人達は、まさにその直後から横浜で貿易活動を行っていたことが知られている。そこには、当時の上田藩主松平忠固の尽力があったとされる。松平忠固は、日米和親条約、日米修好通商条約の2つの条約締結の調印時に老中を務め、条約締結を急いだ積極的開国派であった。彼のもとで上田藩は開港と同時に生糸の輸出を始め、これにより日本の生糸貿易は上田から始まったとも言われるようになるのである。



画像は「横浜海岸フランス役館之景」(横浜開港資料館所蔵)により

URL:https://www.mmdb.net/santo-ueda/mono/cn1/pg45.html
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